
学校等現場での取組（事故防止対策） 大阪第８０号 

災害共済給付事業部 大阪支所（令和７年８月）  

 

令和７年度和歌山県学校安全教室について 

 独立行政法人日本スポーツ振興センター（以下「ＪＳＣ」という。）では、学校管理職・教職員

等の学校（園）関係者や教育関係機関等が主催する研修会等に職員を講師として派遣し、学校事

故防止のための情報提供や災害共済給付制度の説明をしています。 

今回、和歌山県教育委員会からご依頼を受け、令和７年５月１９日（月）に和歌山城ホールで

開催された「令和７年度和歌山県学校安全教室」において、学校事故防止に関する講習会を行い

ました。講義の前半は≪学校等での事故を減らすために≫をテーマに説明を行い、後半はグルー

プ協議を行いましたので、その様子をご紹介します。 

 

【講義概要】 

・講 義 名：令和７年度和歌山県学校安全教室「学校事故対応に関する講習会」 

・主 催：和歌山県教育委員会 

・テ ー マ：「学校等での事故を減らすために」 

（災害共済給付制度の成り立ち、熱中症の事故の傾向と予防対策等） 

・対 象：幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校、保育所等、認定こども園の 

教職員、市町村教育委員会職員 

・参 加 者：４０名 

・日 時：令和７年５月１９日（月）１３：３５～１５：００ 

・受講形式：会場（和歌山城ホール大会議室） 

 

          

［講習会資料：表紙］            ［講習会の様子］ 

 

【講義内容】 

① ＪＳＣ及び災害共済給付事業部の紹介 

初めにＪＳＣの業務紹介を行い、災害共済給付制度設立の経緯や、この制度は学校教育が円滑

に実施できることを目的としていることを説明しました。 

次に、全国と和歌山県の加入者数や発生件数及び災害共済給付の状況、並びに学校等での事故

を防止するためにＪＳＣが様々な取組を行っていることを説明しました。 

また、参加者の多くが学校勤務の先生方であったことから、学校種別に事故防止のために活用

していただきたいパンフレットや刊行物を紹介しました。 

② 熱中症の事故の傾向と予防対策 

全国と和歌山県の学校の管理下で発生した熱中症の事故件数や「暑くなり始めの５、６月にも

発生している」、「熱中症の２０％～２５％は運動をしていなくても発生している」といった傾向

について説明しました。 



 

 

 

次に、熱中症の事故事例から発生要因や適切な指導、管理等について、学校種別に紹介しまし

た。 

さらに、熱中症予防の取組例を紹介し、発生時の対応についてＪＳＣが発行する「スポーツ事

故対応ハンドブック」６、７ページのフローチャートを用いて説明し、最後に熱中症予防等に関

する刊行物や映像資料（DVD）を紹介しました。 

統計資料をもとに事故件数や傾向、事故事例、対策のポイントについての説明では、参加者が

熱心にメモを取りながら真剣に聴講されている様子が印象的でした。 

 

    

［講習会資料：熱中症発生時の対応］             ［講習会資料：熱中症予防の取組例］ 

 

 

③学校事故予防や対策についてのグループ協議 

後半では、１４のグループに分かれて実際に発生した事故事例３件をもとに、事故の原因や予

防策、事故発生時の対応について、参加者同士でグループ協議を行いました。各グループには校

種の異なる教職員が参加しており、現場での具体的な課題や工夫を共有しながら、活発な意見交

換が行われました。 

その後、各グループが事故の原因や対策を簡潔にまとめて発表しました。窒息の事例では「乳

幼児の給食で食物を細かく切ったりペースト状にして誤嚥を防いでいる」や、心臓系の事例では

「運動前に体調の確認や準備運動をする」、「学校内でＡＥＤの講習会を実施している」等の自校

の取組発表があり、他校の適切な対応や好事例を参考にするきっかけにもなっていました。課題

としては「子どもは予測不能な行動をとることがある」、「大人の目が子どもに行き届かないとき

がある」等の課題発表もありました。 

 

          

［講習会資料：事故事例］            ［グループ協議の様子］ 

 



 

 

    【問い合わせ】日本スポーツ振興センター災害共済給付事業部大阪支所 

TEL：06-6456-3601 E-mail：saigaikyosai-osaka@jpnsport.go.jp 

 

【受講者の感想】 

・学校現場で起きた事例をもとにグループ協議が行えたのでとても為になりました。学校現場で 

は、授業を教えたり、遊んだりすることはもちろんですが、その前に一人の命を預かっている 

ということを再認識できた良い機会となりました。 

・事故を未然に防ぐ方法が多くあるのが分かり現在の保育の仕方、環境で大丈夫なのか改めて考 

えるきっかけになりました。 

・他の教員にも共有して、未然に防げることを増やして、事故が発生してしまった時の対応を迅 

速にできるように共有していきたいと思いました。 

・講習会でいただいたハンドブックなどを拝見すると分かりやすいので、対応時のマニュアルと 

して使用したいと思いました。 

 

 

【最後に】 

今回ご紹介した講習会のように、関係機関等が実施される研修等で、ＪＳＣ職員による学校事

故防止に関する講師派遣のご要望がございましたら、旅費・謝金等は不要ですのでお気軽に末尾

に記載の【問い合わせ】にご連絡ください。 

また、災害共済給付Ｗｅｂの事故防止の項目では、教職員や児童生徒向けの動画やパンフレッ

ト等の「事故防止啓発資料・お役立ちコンテンツ」を掲載しています。学校の事故防止に関する

成果物等を数多く公開していますので、学校等の安全教育等に役立ててください。 

 

 

 

 

 

 

 

************************************************************************************** 

＜参考資料＞ 

・災害共済給付Ｗｅｂ 

・スポーツ事故防止ハンドブック（解説編） 

・スポーツ事故対応ハンドブック（フローチャート編） 

・熱中症予防情報・資料サイト 

・パンフレット「熱中症を予防しよう―知って防ごう熱中症―」 

・ＤＶＤ「熱中症を予防しよう―知って防ごう熱中症―」 

 

 

 

https://www.jpnsport.go.jp/anzen/Default.aspx
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/Portals/0/anzen/anzen_school/R2handbook/handbook_A5.pdf
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/Portals/0/anzen/anzen_school/R2handbook/extra_B7.pdf
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/heat/tabid/3051/Default.aspx
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/Portals/0/anzen/anzen_school/H30nettyuusyouPamphlet/h30nettyuusyou_all.pdf
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/tabid/1765/Default.aspx#netchusho

